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最近のできごと

未来の自分へのメッセージ　タイムカプセルに

８年後の「二十歳記念式典」で開封

　鹿部小学校の６年生（現中学１年生）が３月９日、未来
の自分に宛てたメッセージを役場内にあるタイムカプセ
ルに入れました。
　当日は、代表して熊川鷹我くんが挨拶し、児童たちは
自分自身でメッセージをタイムカプセルに収めました。
タイムカプセルは８年後の「二十歳記念式典」で開封さ
れ、本人に渡されます。

＼地域プロジェクトマネージャーが着任しました／

　令和８年４月から、鹿部町の地域プロジェクトマネージャーに市田愛子さんが着任しました。

〇地域プロジェクトマネージャーとは
　令和３年４月から総務省が開始した制度で、地方自治体が自らの
地域を活性化させるための重要プロジェクトを実施する際、行政、
地域、民間および外部専門家等の関係者間を橋渡ししながら現場責
任者としてプロジェクトを推進する役割を担います。
〇担当する重要プロジェクト
　第６次鹿部町総合計画の重点施策として掲げる「地域循環型経済
の構築」の推進と併せ、鹿部町産業連携ビジョンに掲げる各種施策
の推進体制の強化につながる取り組みを実施します。
　・地域循環型経済の構築に資する現行施策の課題検証
　・持続可能な鹿部発ビジネスモデルの構築
　・多様な産業分野の連携推進を担う人材の確保と育成体制の構築
　・地域の魅力向上に資する情報発信体制の構築
〇自己紹介
　４月より地域プロジェクトマネージャーに着任いたしました、市田愛子です。現在までコ
ピーライティング、デザインといった「クリエイティブ」を軸に、人やモノ、食、地域の魅力
を発信する編集者として仕事を続けてまいりました。
　これまでの経験を生かしつつ、現行施策の課題を丁寧に検証し、鹿部ならではの強みを活か
した事業の確立、行政区・産業の垣根を越えた連携、そしてそれらを支える人材育成の体制づ
くりに邁進します。　　
　まちと人、企業を編む「編集者」として、鹿部町のポテンシャル(底ヂカラ)をさらに高める
べく、地域の皆さんのために頑張りますので、お力添えのほど、どうぞよろしくお願いいたし
ます！

中学校（４月７日） 19人（男子７人、女子12人）

小学校（４月６日） 15人（男子10人、女子５人）

幼稚園（４月７日） ８人（男子１人、女子７人）


